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1.試 験の内容

FSテ クニカル株式会社からの依頼により,外壁改修工事 「従来工法」における接着剤 (樹脂)の注

入状況の確認試験を行つた。

2.試 験 手 順

(1) 注入対象物及び条件

接着剤を注入する対象物は,コ ンクリー ト平板 (3 0 0mm× 3 0 0mm× 6 0mm)を 四等分に切

断 し,そ の表面に,モルタル板 (7 0mm× 7 0mm× 2 0mm)を シャコ万で固定 したものである。

なお,依頼者の指示により,コ ンクリー ト平板 とモルタル板の間に,すきまゲージを挟み込ん

で所定の隙間を確保 した (写真-1参照)。

注入工法の名称,接着剤の種類・品質,コ ンクリー ト平板 とモルタル板 との隙間及び試験体数

を表-1に示す。

写真-1
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表-1試 験 条 件

工 法 名 従 来 工 法

接着剤の種類・品質
建築補修用注入エポキシ樹脂

I一 H一 R(JIS適
合 品 )

コンクリー ト平板 と

モルタ.ル板 との隙間

mm

0。  1 0。  2 0。  3 0. 4 0。  5 0。  6 0。  7

試 験 体 数 各 3体

(2)接 着剤の注入方法

接着剤の注入は,表 -2に示す手順に従つて,依頼者が穿孔から接着剤注入まで行つた。

(3)観 察 内 容

注入孔に, 1。 5 MPaの 圧力で接着剤を注入 し,注入終了後にモルタル板を取 り外 し,接着剤

の注入状況を目視によって観察 した。

なお, 1.5 MPaの 圧力で接着剤を注入できないものは, 1。 5 MPaの圧力をかけた状態で 5秒

間静止 し終了 した。また,注入圧力が 1。 5 MPaま で増加 しない場合は,コ ンクリー ト平板 とモ

ルタル板 との隙間から,接着剤があふれるまで注入を継続 し,そ の時の圧力を測定した。

(財 )建材試験セ ンター
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表-2 接 着 剤 の 注 入 手 順

従 来 工 法

① 振動 ドリル (6φ )を用いて,モルタル板の表面からコンクリー ト平板の中央部 (深 さ4 0mm)
まで接着剤の注入孔を開けた。

② 孔の内部を清掃 したのち,圧力計を付けた注入器具に開口部注入ノズルを取 り付けて建築補修用

注入エポキシ樹脂を開口部から注入 した (写真-2～写真-7に示す )。

写真-2  穿   孔   前         写真-3  穿      孔

写真-4  孔  の 清  掃         写真-5  穿   孔   後

～
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写真-6  接 着 剤 注 入        写真-7  接 着斉J注 入器 具
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3。 試 験 結 果

試験結果を表-3に示す。

表-3試 験 結 果

工 法 名

コンクリー ト平板
とモルタル板 との
隙間  mm

番 号 接 着 剤 の 注 入 状 況

従来工法

0。  1

球発す予「言轟     入できないため, 1。 5 MPaの
圧力をかけた状態で 5秒間静止 し注入を終了した。

2
注入状況を写真-8に示す。
なお, 1。 5 MPaの圧力で注入できないため, 1。 5 MPaの
圧力をかけた状態で 5秒間静止 し注入を終了した。

3
注入状況を写真-8に示す。
なお, 1。 5 MPaの圧力で注入できないため, 1.5 MPaの
圧力をかけた状態で 5秒間静止 し注入を終了した。

0。  2

注入状況を写真-9に示す。
なお, 1.5 MPaの 圧力で注入できないため, 1.5 MPaの
圧力をかけた状態で 5秒間静止 し注入を終了した。

2
注入状況を写真-9に示す。
なお1 1.5 MPaの 圧力で注入できないため, 1.5 MPaの
圧力をかけた状態で 5秒間静止 し注入を終了した。

3
注入状況を写真-9に示す。
なお, 1。 5 MPaの圧力で注入できないため, 1。 5 MPaの
圧力をかけた状態で 5秒間静止 し注入を終了した。

0。  3

注入状況を写真-10に 示す。
なお, 1.5 MPaの 圧力で注入できないため, 1,5 MPaの
圧力をかけた状態で 5秒間静止 し注入を終了した。

2
注入状況を写真-10に 示す。
なお, 1.5 MPaの 圧力で注入できないため, 1.5 MPaの
圧力をかけた状態で 5秒間静止 し注入を終了した。

3
注入状況 を写真 -10に 示す。

釜男をふiすた状      できな
いため, 1.5 MPaの

止 し注入を終了した。

0。 4

注入状況を写真-11に 示す。
なお, 1。 5 MPaの圧力で注入できないため, 1。 5 MPaの
圧力をかけた状態で 5秒間静止 し注入を終了した。

2
注入状況を写真-11に 示す。

崖男を:ゝけ足瞑縦魂絲絹蒲輝酔」た。
5 MPaの

3
注入状況を写真-11に 示す。
なお, 1.5 MPaの 圧力で注入できないため, 1.5 MPaの
圧力をかけた状態で 5秒間静止 し注入を終了した。

0。 5

注入状況を写真-12に 示す。
なお,注入時の圧力は 1.5 MPaで ある。

2
注入状況を写真-12に 示す。

崖男を:ゝけ足瞑縦魂絲絹贈耀許」た。
5 MPaの

3 注入状況を写真-12に 示す。
なお,注入時の圧力は 1.5 MPaで ある。

0. 6

注入状況を写真-13に 示す。

釜男を:ゝけ足瞑鮮協絲縞鸞t碁みごた。
5ぽ aの

2 注入状況を写真-13に 示す。
なおち注入時の圧力は 1, o MPaである。

3 球発す糧負尋膏圧λこ旨T=孟Paでぁる。

0。  7

注入状況を写真-14に 示す。
なお,注入時の圧力は 1。 4 MRaで ある。

2 球発弯量負尋膏圧先患皆T=孟Paでぁる。
3 球発↑糧負尋房圧先患

IFTTttPaで
ぁ亀
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写真-8

写真-9

写真-10

注 入 状 況

(1寮 間 0。  l mm)

注 入 状 況

(1隙 間 0.  2 mm)

注 入 状 況

(隙 間 0。 3 mm)
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写真-11

写真-12

写真-13

注 入 状 況

(陰費FH5 0。  4 mm)

注 入 状 況

(1隙 間 0。  5 mm)

注 入 状 況

(隙 間 0.6 mm)
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写真-14 注 入 況   (1隙 間 0。  7 mm)状

4。 試験の期間,担当者及び場所

間    平成 19年 10月 31日 から

平成 19年 11月  8日 まで

担 当 者 材 料 グ ル ー プ

試 験 監 督 者   真

試 験 責 任 者   鈴

試 験 実 施 者   鈴

央  試  験 所

期

次

夫

夫

孝

敏

敏

野
　
木

本

(財 )建材試験センター

ー8/8-
ＩＬ

場 所



承認なく転載することを禁 じます


